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１. 事業所概要

社会福祉法人 槃特会 第二はんとく苑法人名・事業所名

登米市米山町善王寺相ノ田101-1所在地

生活介護サービス種別

４０名定員

１９名職員数

「利用される方を中心に考える」という基本理念のもと、
利用者の身体やその他の状況及びその置かれている環
境に合わせた支援を行っています。
食事や排泄等の支援、意思決定の支援、軽作業等を
提供し、利用者の方、個々のニーズに応じたサービスの
提供を行っています。

特長
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２．取り組むにあたっての背景・課題
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３．取り組んだテーマ
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４．改善策（改善の打ち手）
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４．改善策（改善の打ち手）
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４．改善策（改善の打ち手）
③業務のばらつきについて
 業務実態調査の実施

 マスターラインの作成
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４．改善策（改善の打ち手）

●手順書の作成
⇨職員の対応方法の統一化
職員教育の効率化

●インカムの活用
⇨時間管理の徹底
リアルタイムでの情報共有
職員の円滑な連携

●●さん到
着しました。どなたかヘル

プお願いしま
す。

私が対応しま
す。

了解しました。受
け入れ対応します。
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５．取組みを通じて学んだこと・成果

③ 業務のばらつきについて
 業務の偏りが改善され、職員の負担軽減に繋がった。
 色々な職員が他の業務をこなせるようになったことで、全体が見えるようになり他の職員の大変さにも気づけ、意識が変わったこ

とで職員間の連携も生まれている。
 他の職員もできるようにしたことで、一人ひとりできることが増えスキルアップにつながった。ベテランの職員に頼らなくても現場が回

せる状況ができつつある。
 インカムを活用することで職員間の情報共有がされ、さらには時間を意識した行動が出来るようになってきた。
 有事の際や業務の滞り状況に応じたフォロー体制が取れるようになったことで利用者支援が円滑に進んでいる。

② 記録のばらつきについて
 タブレット入力内容のコピー＆ペーストにより、介護ソフトへの記録内容の転記作業が5分～10分短縮された。
 記録内容が統一され、必要な情報が共有しやすくなった。
 個人ファイルに個別支援の内容や支援ポイントを明記したことで、支援方法の共通理解が進み、支援の統一にもつながった。

➀ 整理整頓のルールについて
 この取り組みにより、物品の保管場所が分かりやすくなり、整理整頓を意識しやすい環境づくりにつながった。


